
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フレキシブルフィルムで作られた袋状容器と、口部と接合部と軸部を備え接合部を袋状容
器の開口端に固着した取出具とを有する液体容器において、上記取出具の軸部の下端部を
先細り形状とし、上記取出具の軸部と接合部をピン手段により回動自在に連結したことを
特徴とする液体容器。
【請求項２】
軸部を接合部に対して回動位置を保持するための保持手段を設けたことを特徴とする請求
項１に記載の液体容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、口部を袋状容器に対して曲げることで、充填された液状物をベッドで寝たまま
の状態でも簡単に飲むことを可能にした液体容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の液体容器として、図７に示すように、フレキシブルフィルムで作った袋状容器２
と、口部３と接合部４と軸部５を一体成形した取出具６とを有し、取出具６の接合部４を
袋状容器の開口端２ａに固着して構成され、オレンジジュース等の内容物７を充填するよ
うにした液体容器１は知られている。
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また、図８に示すように、取出具６を軸部をなくした口部３と接合部４の一体成形品とし
た液体容器１も知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
図７に示す液体容器は、取出具の軸部が袋状容器内を上下方向に延びているので、取出具
が袋状容器から横方向を向くように、取出具を袋状容器に対して回動しようとすると、取
出具の小さい回動角度で、取出具の軸部端が袋状容器の面に当るため、取出具の袋状容器
に対する回動角度を大きくできず、液状物をベッドで寝たままで飲用できるタイプの液体
容器として使用することがむずかしい。
【０００４】
また、図７に示す液体容器は、取出具の口部と軸部が接合部に対して一直線上に位置して
いるので、液体容器を横にして充填された液状物を飲用しようとすると、充填された液状
物の重さで、袋状容器の下側に位置する面が下方に膨らみ、取出具の軸線と液体容器に充
填された液状物の液面が平行になり、病人がベッドで寝たままの状態で飲用しようとする
と、病人の口の閉じ方が弱い時には、液体容器から必要量以上の液状物が流れ出し、この
液状物が病人の気管に入ってしまうことがあるという難点がある。
【０００５】
図８に示す液体容器は、取出具を袋状容器に対して回動することはできるが、取出具を回
動した時、回動した取出具の軸部開口端面が袋状容器の面に面接触して、軸部開口が袋状
容器により閉じられてしまったり、液状物が減ってくると、袋状容器の面が互いに吸着す
るしまうことがあり、液状物をベッドで寝たままで飲用できるタイプの液体容器として使
用することがむずかしい。
本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、口部を袋状容器に対して曲げることで、充
填された液状物をベッドで寝たままの状態でも簡単に飲むことが可能になる液体容器を提
供することを目的とする。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の液体容器は、フレキシブルフィルムで作られた袋状容器と、口部と接合部と軸部
を備え接合部を袋状容器の開口端に固着した取出具とを有し、取出具の軸部の下端部を先
細り形状とし、取出具の軸部と接合部をピン手段により回動自在に連結して構成される。
【０００７】
【発明の実施の態様】
以下本発明の実施の形態の図面につき説明する。
図１において符号１は、本発明による液体容器を示す。この液体容器１は、上端開口の袋
状容器２と、この袋状容器２の開口端に固着された取出具３とから構成されている。
【０００８】
上記袋状容器２は、図２に示すように、厚さ１２μのポリエステルフィルム４と厚さ９μ
のアルミニゥムホイル５と厚さ１５μの延伸ナイロンフィルム６と厚さ６０μ～１２０μ
のポリエチレンフィルム７の積層フィルム８を素材として作られたフレキシブル性を有す
る構造である。この積層フィルム８は一例であって、フレキシブル性を有する構造であれ
ば適当な積層フィルムが選択できる。
【０００９】
上記取出具３は、図３および図４に示すように、外面にねじ部１０を設けた口部１１と、
接合面と接合面より下側に延びる支持部１２ａを有し口部１１の下端に一体に形成された
接合部１２と、接合部１２の支持部１２ａに回動自在に枢着された軸部１３とを有する。
軸部１３の上部には半径方向外側に突き出るピン１４，１４が設けられ、接合部１２の支
持部１２ａには上記ピン１４，１４が嵌合する嵌合孔１５，１５が形成されている。
【００１０】
上記取出具３は、接合部１２の支持部１２ａに設けた嵌合孔１５，１５に軸部１３のピン
１４，１４を嵌合することで、接合部１２に対して軸部１３が回動自在となる。接合部１
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２と軸部１３の間には開口１６が形成されており、この開口１６は、液体容器１を反転す
ることで導入口として作用し、充填された液状物を開口１６を通して口部１１から残すこ
となく外部に取り出す。
【００１１】
上記取出具３は、支持部１２ａに対して軸部１３がその回動角度を保持するように軸部１
３と支持部１２ａとの間のの嵌合抵抗が２００ｇ以上になるように設定されている。この
嵌合抵抗は、充填された液状物により軸部１３の支持部１２ａに対する回動角度位置が変
位しない程度の抵抗を有する。嵌合抵抗は、取出具３の材質と、ピン１４の外径と孔１５
の内径の差により決定される。
【００１２】
上記軸部１３は、下端部が先細り形状であり、軸部１３が支持部１２ａに対して回動角度
を保持している間、軸部１３の先細り部が、外周面を袋状容器２の面に面接触し、軸部１
３の下端開口端面が袋状容器２の面に面接触しないようにしている。これは、回動する軸
部１３により袋状容器２の面が損傷しないようにするためである。
【００１３】
つぎに、作用を説明する。
液状物を充填した液体容器１から液状物を取り出すには、液体容器１の軸部１３を手で持
って、取出具３の口部１１に横方向の力を加えることで行う。この場合、軸部１３と接合
部１２は回動自在に連結されているので、取出具３の口部１１に横方向の力を加えると、
口部１１と接合部１２は、軸部１３に対して回動し、図５に示す回動角度位置を保持する
。口部１１の軸部１３に対する回動角度位置の保持は、支持部１２ａと軸部１３との間の
嵌合抵抗を予め定めた設定値とすることで行われる。このように、口部１１を軸部１３に
対して予め設定された回動角度位置を保持することで、液体容器１の口部１１が液体容器
１の液状物を飲もうとする子供、幼児、または病人の口に対して真っ直ぐに位置し、液体
容器１の液状物を簡単かつ容易に飲用することができる。
【００１４】
図６は本発明の他の実施の形態を示し、この実施の形態においては、取出具２３の軸部２
４と接合部２５の間に蛇腹部２６を設け、接合部２５より上方の部分を蛇腹部２６を中心
に回動するようにする。この場合、蛇腹部２６に開口２７を設けることができる。
【００１５】
【発明の効果】
本発明によれば、フレキシブルフィルムで作った袋状容器の開口端に固着される取出具の
軸部と接合部をピン手段により回動自在に連結したので、口部を袋状容器に対して曲げる
ことにより充填された液状物をベッドで寝たままの状態で簡単に飲むことができ、また、
軸部の下端部を先細り形状としたことで、軸部の下端面が袋状容器の内面に直接接触しな
いので軸部により袋状容器の内面が損傷することがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明により液体容器の一部を破いて示す斜視図。
【図２】本発明により液体容器の袋状容器を作る積層フィルムを示す図。
【図３】本発明により液体容器の取出具の正面図。
【図４】本発明により液体容器の取出具の側面図。
【図５】本発明により液体容器の使用状態を示す図。
【図６】本発明により液体容器の取出具の変形例を示す図。
【図７】従来の液体容器の使用状態を示す図。
【図８】従来の液体容器の使用状態を示す図。
【符号の説明】
１　液体容器
２　袋状容器
３　取出具
１１　口部
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１２　接合部
１３　軸部
１４　ピン
１５　孔

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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